
２００８年７月６日主日礼拝   ≪誕生祝福式・洗礼式≫    
 

司  会            ①石塚兄                                                                              ②藤樫兄                                                                  ③原兄     

奏  楽 

祈  祷                  ①三畑兄                  ②川村師          

 

賛  美    聖歌４５３番   （地上では旅人） 

                                         （Ｊｅｓｕｓ、ジーザス） 

十  戒                                （出エジプト記２０章１～１７節） 

聖  書                                                                    マタイによる福音書１９章１３～１５節 

                                                                              

  

音  楽                         Ｃｌｏｕｄ Ｂｙ Ｄａｙ  
 

 

メッセージ                             ｢何もできなくてよいのです！｣         大川従道牧師  
 
                       

賛  美    「受ける価値なき我ら」 （献金） 

主の祈り 

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとうございます。松尾英介兄（モーセ会） 

・ 本日より３回シリーズで「入門講座」。受洗者と転入会者の必修コースです。 

・ 本日、ヨシュア会、囲碁、Ｇマジック、ＩＣＡ祷援会。Ｊ．ＰＬＵＳはサークルデイ！ 

 

・ 今年も半年守られたことを感謝し「上半期感謝献金」を捧げましょう。この献金は、

伝道牧会スタッフ、神学生、宣教師等の感謝支援に用いられます。袋は受付 

・ 今週も祈祷会を大切に！聖餐式が行われます。（ドルカス会は木曜午後）。 

･ 福音礼拝は火曜昼２時～３時。説教は小崎先生。「苦難や弱さの目的」 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は大塚伝道師。 

・ 英語礼拝は､土曜夜６時５０分。説教は、Ｋｅｎ Ｏｋａｍｕｒａ宣教師。 

・ ラブソナタ横浜のセミナー受け付けはロビーにて。今週中。 

 （久住三郎・友理作品展は７月１２日～１９日。教文館４Ｆエインカレムギャラリー）  

「し
か
し
、
多
く
の
先
の
者
は
あ
と
に
な
り
、 

 

あ
と
の
者
は
先
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」  

（マ
タ
イ
十
九
の
三
十
） 

  
石の枕  

 
 「横田早紀江さんを囲んでの祈り会」は、大成功でした。内外で祈り、ご奉 

仕して下さった全ての諸兄姉に深く感謝します。あれだけのレベルの大会を、 

ひとつの教会の責任のもとで出来たことは、教会の歴史に残る。全国から御礼 

のことばが届けられている。ルツ会の賛美も、ワンダフル・ビューティフルで 

した。最初から最後まで、聖霊様のお働きの中にカバーされていた。栄光を主 

に！ あの日、疲れた体で、夕方の６時のＴＢＳニュースを観たら、大和カルバ 

リーチャペルの名前と外観が、横田姉の祈りの姿と共に放映された。当日、テ 

レビ局が三局入っていたので、それぞれで報道されたでしょう。 

 

横田姉の長い試練を考えると、私たちの苦悩は小さく、忍耐できる。どうか 

めぐみさんとご一家のため、祈りを続けてください。 

 

 司馬遼太郎と井上ひさし「国家・宗教・日本人」の対談集は面白い。講談社。 

 丸谷才一さんの奥様はかつて根村絢子さんという演劇評論家でした。そのこ 

とを知らずに、ぼくはこの根村とおっしゃる評論家の言うことはともかくもっ 

ともだと思って、それを芝居に生かそうとずっとやってきました。 

 で、その根村さんが何をおっしゃっていたかというと、フランスでもイギリ 

スでもロシアでも、芝居を見にいくとは言わずに聴きにいくと言う。つまりそ 

の劇場に、自分を育ててくれた言葉、自分たちが後世に伝えて行かねばならな 

い言葉のいちばん美しく、正確で、そしておもしろいところを聴きにいく。そ 

ういうことがたくさんの実例を掲げて書かれた論文でした。（井上述） 

 （ＮＨＫの「篤姫」に使われている日本語に戻れとはいわないが、日本語が実に 

美しい。我が国の日本語はいつから荒れてしまったのであろう。ことばは言霊 

（ことだま）ともいって、乱れると心までガザつく。教会の賛美歌や説教の言葉が、

日本語の美しさや品格を保つお手本となれたらと日々努力したい。映像の時代

になっても「説教を聴く」とか「み言葉に聴く」とかの日本語が通用する世界で 

あってほしい。お祈り下さい。） 

 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

A コース：使徒行伝１３章～１７章  B コース：ヨブ記３３章～詩篇９篇 


